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大畠衆議院議員・国政レポート …全ての国民が安心して働き生きられる社会を
議員団一同新年挨拶　皆さんの生活向上に全力を尽くします！
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大畠衆議院議員・国政レポート

全ての国民が
安心して働き
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…議員団レポート、幹事長の主張　住民の声を反映し結果を報告することが何より大切と再認識すべき

　日立グループ連合の仲間の皆さん、新年あけましておめで
とうございます。
 昨年も皆様方のご支援とご協力を賜りありがとうございま
した。特に、昨年は、厳しい選挙情勢の中で、電機連合の石
上としお参議員候補に対するご支援をいただき、当選させて
いただきました。本当にありがとうございました。

党幹事長として「未来への責任」を
果たすべく活動を推進する

　一昨年末の総選挙で民
主党は、大惨敗し、参議
院選挙でも大惨敗。昨年
は、野党としての新たな
厳しい旅立ちを強いられ
た一年でありました。こ
の厳しい試練に立ち向か
い、皆様方からもう一度
信頼をいただける「民主

党」に再生し、地域からの再建をめざして、多くの皆様のお
力添えとご協力をいただきながら行動してまいりました。ま
た、昨年７月26日には、海江田代表から党幹事長就任を要
請され、誠に厳しい状況下にありましたが、日本国の「未来
への責任」ある政治を実現しなければと、必死の覚悟でこれ
をお受けすることと致しました。そして、これまでの間、同
僚議員はもとより、本当に多くの皆さんのご理解とご協力を
いただきながら、全力で活動を展開してまいりましたが、ま
だまだ厳しい状況が続いております。しかし、何としても
「国民が主役」の結党の原点に立ち返り、「未来への責任」
を果たさなければと心に強く誓い、毎日、毎日全力を挙げて
頑張っております。

国民の立場に立ち、
「いのち・雇用・暮らし」を守るため、
全力で行動を開始する

　昨年の国会は、政権に復帰した自民党が、「アベノミク
ス」という経済政策を展開し、国民からは、当面する「円安
株高」を歓迎する傾向にあります。しかし、中長期的視点に
おいて、その評価が二分しており、これが本当に日本国の未
来に対して責任ある政策であるかどうか見極めなければなり
ません。また、安倍政権の規制改革会議を中心に、小泉政権
下で推し進められた「新自由主義路線」を推進してきた関係
者を中心に、再び「競争格差社会」をめざして、「社会保障
分野」や解雇自由な「ブラック特区」構想など「雇用」に関
しても改悪する傾向を強めています。
　特に、昨年末の臨時国会での強行採決により「特定秘密保
護法」が成立しました。これにより、民主主義国家に必要な
「国民の知る権利」や「報道の自由」が、政権により制約さ
れることになりました。
　今年は、新たな気持ちで、結党の原点に立ち返り、「新しい
民主党」を始動させ、国民の立場に立ち、「いのち・雇用・暮ら
し」を守るため、全力で行動を開始します。また、「知る権利」
「報道の自由」を守るために全力を挙げるとともに、全ての国
民が安心して働き、安心して
生きられる社会を実現する
ために、全力を尽くします。
　日立グループ連合の
仲間の皆様のご多幸と
ご家族のご健康をお祈
り申し上げ、新年の
ご挨拶と致します。

幹事長定例会見の様子
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【国家安全保障会議】安倍内閣が創設をめざしている新しい安全保障機関。国防・外交・安全保障に関する重大問題について、情報収集・情勢分析か
ら、中長期の戦略立案、緊急時の政策決定までを行なう。アメリカの国家安全保障会議（NSC）をモデルとしており、通称「日本版NSC」と呼ばれる。

日立グループ議員団所属議員のそれぞれの取組みを紹介します議員活動レポート議員活動レポート

長谷川 修平
茨城県議会

（日立労組日立支部）

茨城空港の利活用に努める県政だより

大規模津波・地震防災総合訓練実施 市政だより

皆様が安心して暮らせる社会を
めざします

茨城空港は自衛隊との共用空港として、2010年3月11日に
国内で98番目、関東では3番目の空港として開港しました。
開港前は、マスコミからも批判され、たくさんのご意見をい
ただきましたが、平成24年度には旅客実績が年間40万人、
来場者が120万人を超えるなど、ローコストキャリア専用空
港としての特徴を活かし、実績を大幅に伸ばしています。
現在、札幌線と神戸線が各々1日2往復、神戸経由の那覇線が

1往復就航してますが、12月20日からは神戸経由の米子線が新
設されました。さらには国際線として上海へのチャーター便が
ありますが、2月からミャンマー便も運行が決定しています。

　2020年東京オリンピック＆パラリンピックの開催が決ま
り、その前の年には茨城国体が開催されます。高速道路の整
備も必要ですが、県外や海外のお客様をお迎えするために、
空の玄関口としての
茨城空港の役割りも
重要です。
　さらに認知度が増
し、利便性を高め、
利活用が進むよう努
めてまいります。

オリンピックと
国体開催で
役割も高まる

三瓶　武
ひたちなか市議会
（日立労組水戸支部）

　大規模津波・地震防災総合訓練は、平成16年12月に発生
したスマトラ沖地震の津波災害をきっかけに始まり、全国で
毎年一箇所実施されています。今回は、平成25年11月９日
（土）茨城県ひたちなか市の茨城港常陸那珂港区を主会場に
防災関係機関や住民、約１万人が参加して行なわれました。
　訓練は、港内に沈んだコンテナを引き揚げて海から救援物
資を運ぶ航路の確保、海に流された人を巡視艇と水上バイク
で救助、堤防に残された人をヘリコプターで救出するなどが
実施されました。また、台風26号伊豆大島土砂災害にも派

遣されたＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）によ
る、救助ルートを確保するがれき処理の訓練も実施されまし
た。それぞれの訓練状況は、大型のオーロラビジョンに詳細
に映し出され、解説が行なわれました。
　今回の訓練では、大規模災害発生時の国、県、市の連携、
防災関係機関との迅速な連携が重要であり、訓練の必要性も
強く感じました。日新クラブは、東日本大震災で被災した経
験と今回の訓練を踏まえて、災害に強いまちづくりに積極的
に取組んでいきます。

災害に強い
まちづくりに取組む

茨城空港の様子

茨城空港就航路線

防災訓練にてがれき処理を実施
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【防空識別圏】国際法で定められた領空とは別に各国が防空目的で設定する空域。戦闘機が警告のため緊急発進（スクランブル）する際の基準となる。
日本は1969年に米軍から空域を引継ぎ、海岸線から12カイリ（約22㌔）の領空より大きく外側に設けている。

台風18号被害に迅速な対応市政だより

「使用料・手数料の見直し」と「公共施設マネジメント」 市政だより

　昨年、熊谷市においては今まで経験したことのない規模で
台風18号に伴なう竜巻・突風の被害を受けました。被害家
屋1,000軒を超える被害でありましたが、幸いにも人的被害
は軽微でありました。
　熊谷市議会においては、市長をはじめとする執行部の迅速

な被害者対応を最優先とするため、９月定例会の審議日程を
変更して会期を延長し（会期55日間）、国の災害救助法、
国の被災者生活再建支援法を適応しました。
　多くの皆様からお見舞いのお言葉をいただき、深く感謝を
申し上げます。

松本 貢市郎
熊谷市議会

（日立金属労組熊谷支部）

会期を延長し
台風被害対応を
最優先に取組む

　「使用料・手数料の見直し」と「公共施設マネジメント」
は、これまでの日立市行財政改革の中で健全財政を堅持する
ための推進項目の一つとして位置付けられています。
　使用料・手数料については、16年余り料金を据え置いて
きたため、現状の料金と実際にサービスを提供するのに必要
な経費との間に隔たりが生じ、施設の維持管理等への公費負
担、いわゆる税への依存度が高くなっています。このため、
利用者の受益者負担の観点から検討した結果、市営の自動車
駐車場等、約340件について見直すこととなりました。使用
料・手数料の見直しは、市場バランスや激変緩和等を考慮
し、受益者負担の適正化と公平性確保の観点から取組むこと

で、年間約３千６百万円の増収を見込んでいます。
　また、地域体育館等の公共施設においては、昭和30年代
の高度経済成長期に整備され、一斉に更新時期を迎えること
から、更新するための財源確保が全国的な課題となっていま
す。公共施設は耐用年数が数十年に亘ることから、中長期的
な視点で施設の在り方を捉え、上位計画である日立市総合計
画等と連動しながら公共施設マネジメントとして適切な維持
となるよう意見反映に努めてまいります。
　そして、安定した行政サービスを継続して市民へ提供する
ために民主クラブ一丸となって取組んでまいります。

安定した
行政サービスの
継続に取組む

熊
谷
市
の
近
々
の
課
題

〇北部地域振興交流拠点施設（仮称）の早期実現
　（埼玉県北部）、面積　約8,150㎡
〇次世代産業支援施設の整備
　・次世代産業や再生可能エネルギ－などの成長分野に挑戦
する中小企業を支援するための施設を整備

〇新県立図書館との一体整備
　・県民、企業のイノベ－ションを支える科学技術の情報拠
点として新県立図書館を整備

　・IT技術を十分に活用

〇県北地域の活性化
　・地域活性化の拠点機能として…商工会館（商工会議所等）
　・文化、市民活動の拠点機能として…中央公民館、市民活動
支援センタ－、コンベンションホ－ル等

　・にぎわい施設機能として…郷土館的機能、観光協会等
＊県内に３館ある県立図書館を１館に集約→他県立図書館所
在地域から存続の意見あり調整中
〇県農業大学校の熊谷市への移転（2015年４月１日）のため
の周辺整備

中長期的な視点から
公共施設の今後の在り方を検討

北
部
地
域
振
興

交
流
拠
点
施
設
（
仮
称
）

建
設
予
定
地

白石　敦
日立市議会

（日立ＩＣＳ労組）
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【特定秘密保護法】（1）防衛（2）外交（3）特定有害活動（スパイ）の防止（4）テロ活動の防止の４分野で、担当大臣など行政機関の長が「特定秘
密」を指定し、秘密を扱う公務員や企業の社員は適性評価をクリアすることが求められ、秘密を漏らした場合、最長で懲役10年が科される。
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事
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の
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　2013年10月27日に施行されました安来市議会議員選挙にお
いては、定数が３名削減され21名の枠を争う選挙戦の中、現職
22名と私を含め新人４名が立候補するという正に激戦であり
ました。新人候補の私にとっては、何もかもが初めての経験で
ありましたが、日立グループ連合の皆様や友誼団体の皆様、出
身労組の職場の皆様、地元地域の皆様のご支援とご協力によ
り、当選の栄を勝ち取り市議会に送り出していただきました。
　新人議員として２ヵ月が経過いたしましたが、皆様の期待
と責任の重さを背中に感じながら、本格的な活動を精力的に

推進するため気持ち新たに新年を迎えました。
　今年の安来市政は、一市二町の平成の大合併から10年の
節目の年にあたります。また市庁舎を始め市民会館や消防
署、給食センター等の大型事業も次々と予定されており、今
後新たな街として変貌する布石になると考えています。しか
し一方では、厳しい財政運営が見込まれ、現状の市民サービ
スの質と量の低下が懸念されます。財政をしっかりチェック
し、市民の代弁者として選択と集中で今以上に活力ある街に
なるよう、努力して参りたいと考えています。

　新春のお慶びを申し上げます。日頃の議員団に
対します、ご支援とご協力に感謝を申し上げます。
　まずは、私たちの仲間の改選がありましたの
でその結果をご報告させていただきます。10月
に安来市議会議員選挙が行なわれ、田淵秀喜氏
が３期目、新人の澤田秀夫氏が初当選を果たし
ました。関係されました皆様方に感謝と御礼を
申し上げます。また、ご勇退されました中村健
二氏につきましては、これまでの功績に敬意と
感謝を申し上げます。

地道な活動で
私たちの声を国会へ

　民主党が政権を失ってから１年が経過をしま
した。この間の安倍政権の運営を組合員の皆様
はどのように感じていらっしゃるでしょうか。
　私が最も危惧するのは、絶対多数を得た自民
党を中心とする与党の政権運営についてであり
ます。特定秘密保護法案など、なぜその法案が
今必要であるのか、なぜ強引に成立させたのか
理解出来ません。絶対多数を得たこの機会に、
通しにくい案件を優先し、国全体を危ない方向

へ進めようとしているのではないかと思えてな
りません。議席数を大きく失ってしまった民主
党ですが、私たちの声をしっかりと国会に届け
るための地道な活動を継続して行なっていくこ
とを強く望んでいます。
　私たち地方議員も住民の声に耳を傾けそれぞ
れの自治体に反映し、その結果を報告するとい
う、本来の活動を継続していくことが何より大
切であることを再認識しなければならないと考
えます。

皆様のご支援に応えられるよう
これからの選挙にのぞむ

　今年の４月に２つの議会で改選があります。
１つは、下松市議会の磯部孝義氏が２期目に挑
戦します。
　もう１つは、私、千葉正弘が、栃木市議会議
員としては、２期目にチャレンジすることになり
ます。両選挙とも民主党に対する批判がどの程
度影響するのか、不安の中での活動となります
が、皆様方のご支援に応えられるよう、努力さ
せていただきます。

日立グループ議員団幹事長
栃木市議会（日立AP労組栃木支部）

千葉　正弘

ご支援
ありがとう
ございました

4、担当大臣など行政機関の長が「特定秘
最長で懲役10年が科される

ご支援
ありがとう
ございました

ご支援
ありがとう
ございました

田淵　秀喜
（日立金属労組
　　・安来支部）

安来市議会選挙

当選御礼

激戦のなか、皆様のご支援により初当選 市政だより

澤田 秀夫
安来市議会

（日立金属労組安来支部）

信義と誠実を
モットーに
身近な議員をめざす

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り

初
当
選
を
飾
る

澤田　秀夫
（日立金属労組
　　・安来支部）
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市
議
会

(

日
立
ハ
イ
テ
ク
労
組)

川
村　

成
二

か
す
み
が
う
ら
市
議
会

(

日
立
建
機
労
組
土
浦
支
部)

西
野
宮 

照
男

茨
城
地
協
勝
田
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

ひ
た
ち
な
か
市
議
会(

日
立
Ａ
Ｍ
Ｓ
労
組
佐
和
分
会)

深
谷　

寿
一

ひ
た
ち
な
か
市
議
会

(

ル
ネ
サ
ス
労
組
那
珂
支
部)

三
瓶　

武

ひ
た
ち
な
か
市
議
会

(

日
立
労
組
水
戸
支
部)

茨城地協 (日立 )茨城地協 (日立 )

伊
藤　

健
也

茨
城
地
協
日
立
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

日
立
市
議
会(
日
立
Ａ
Ｐ
労
組
多
賀
支
部)

村
田　

悦
雄

日
立
市
議
会

(

日
立
化
成
労
組
山
崎
支
部)

齋
藤　

英
彰

茨
城
県
議
会

(

日
立
労
組
大
み
か
支
部)

西
野　

英
夫

会
計
監
査

北
茨
城
市
議
会(

日
立
労
組
日
立
支
部)

塚
田　

明
人

日
立
市
議
会

(

Ｈ
Ｅ
Ｓ
労
組)

長
谷
川 

修
平

特
別
幹
事

茨
城
県
議
会(

日
立
労
組
日
立
支
部)

越
智　

辰
哉

東
海
村
議
会

(

日
立
労
組
日
立
支
部)

白
石　

敦

日
立
市
議
会

(
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｓ
労
組)

高
安　

博
明

日
立
市
議
会

(

日
立
労
組
日
立
支
部)

大
庭　

弘
美

日
立
市
議
会

(

日
立
金
属
労
組
日
高
支
部)

青
木　

俊
一

日
立
市
議
会

(

日
立
労
組
日
立
支
部)

議
員
団
31
名
よ
り

　
　
　

新
年
の
ご
挨
拶

議
員
団
31
名
よ
り

　
　
　

新
年
の
ご
挨
拶

議
員
団
31
名
よ
り

　
　
　

新
年
の
ご
挨
拶

皆さんの生活向上に
全力を尽くします！東

京
・
東
海
地

東
京
・
東
海

東
京
・
東
海
地

東
京
・
東
海
地

之二支
部)

皆さんの生活向上に
全力を尽くします！

中
部
地
協

中
部
地
協

江
下　

伝
明

大
山
崎
町
長

(

日
立
マ
ク
セ
ル
労
組
京
都
支
部)

鈴
木　

直
明

静
岡
市
議
会

(

日
立
Ａ
Ｐ
労
組
空
調
支
部)

深
田　

昇

沼
津
市
議
会

(

明
電
舎
労
組)

牧
野　
一

中
部
地
協
幹
事

尾
張
旭
市
議
会(

日
立
労
組
旭
支
部)

　あけましておめでとうございます。
　今年も「まじめに働くものが報われる
公正な社会」の実現をめざし、皆さんの
声を政治の場で反映させていきます。
　本年もご支援とご指導をよろしくお願
いします。

日立グループ議員団だより
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